
６年生 社会科研究授業 
 ６月８日（木）６校時、６年１組で、社会科の研究授業を行いました。  

 弥生時代に、農耕に使われていた道具や米作りが始まったことでもたらした人々の

暮らしの変化に着目して情報を集め、それを友達に伝えることを学びました。本校の

特色である、『 ICT を活用した新たな授業を開発』、『個々に応じた学びの最適化』を実

践した授業でした。  

 

◎授業の様子 
 ☆めあての設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業はガイド役（児童）が進めます。学習のめあて『縄文時代の人々と弥生時代

の人々の生活やむらの様子の違いは何だろうか。』という学級全体のめあてについ

て、個人のめあても設定（本時でがんばること）しました。  

今回は、ノートを使わず、クロームブックのアプリ（ Google ジャムボード）をノ

ートの代わりにしています。  

   

☆米作りが広がったころの人々のくらしの様子や社会の変化について調べ  

（個人、グループ活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、教科書→関連動画・資料集の順で情報を収集しました。児童は、建物や土

器・道具・むらの様子などについて調べ活動を行いました。  

集めた情報は、ジャムボードかノートにまとめていきます。（どちらを使うかは児

童が選択する。）また、情報の収集、整理・分析は、個人で行ったり、複数で行った

りしました。複数の場合は、ジャムボードを共同編集にして行いました。  

X チャートや Y チャートなどの学習ツールを使って情報を整理しました。画像を

貼り付けたり、動画を静止画として、挿入したりする児童も見られ、 ICT 機器を存

分に活用していました。  

めあてをクロー

ムブックに打ち

込んでいます。  



☆集めた情報の伝えあい（個人、グループ活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いの情報について、クロームブックを使って伝え合いました。児童独自の考

え方や情報は多岐に渡り、活発な意見を出し合い、活気あふれる活動になりました。 

 

☆伝え合ったことの紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人やグループで話し合った結果を、紹介し合いました。「弥生時代の人々の暮ら

し」、「米作りについて」、「２つの時代の土器の違い」など、集めた情報を上手にま

とめ、発表する姿が見られました。  

児童の調べ学習の結果の例  

こんな感じで、収集した情報

を整理・分析しました。  



☆授業のまとめ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめは個人で行い、自分の言葉でまとめました。今回の調べ学習の画面は

スクリーンキャプチャを使って、画像にし、 Google スライドに貼りました。  

（こうすることで、電子ノートになり、いつでも学習の足跡を確認できるよう

にしました。）  

 

☆授業のふりかえり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google スライドに本時の振り返りを書き、自分の思いを発表しました。  

 

 

 

 

 

 

児童が書いた  

まとめ、振り返りの例  



 

 

 

 

 

 

 

 


